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NetVault プ ラグ- イ ン 
（ Microsoft Office 365 用） ： 概要
Quest® NetVault® プラグ- イ ン （ Microsoft Office 365 用） （プ ラグ- イ ン （ Microsoft Office 365 用）） は、Microsoft 
Office 365 （Office 365） を使用し て作成するデータのリ カバリー可能性に対する信頼性を高めます。 Office 365
は、 SaaS （Software as a Service） を提供する ク ラウ ド ベースのサービスです。 プ ラグイ ンを使って、 ユーザー

はさ まざまな リ カバリー ・ シナリ オに対応し たバッ クア ッ プ ・ ポ リ シーを柔軟に作成する こ とができます。 プ ラ
グイ ンでは、 Web ベースのユーザー ・ イ ン ターフ ェ イス （WebUI） と自動化されたワーク フ ロー ・ プロセスを

使用し て、 集中的な手段で Office 365 のバッ クア ッ プおよびリ ス ト アのポ リ シーを確立、 設定、 定義できます。

幅広いバッ クア ッ プ ・ デバイスが統合されるため、 データの保護およびオフサイ ト への保存によ って障害復旧お
よび業務継続性の目標が満た される とい う安心感を得る こ とができます。

プ ラグイ ンによ り、 Office 365 で Microsoft Outlook、 OneDrive、 SharePoint Online、 Teams、 Azure AD アカウ

ン ト のフル ・ バッ クア ッ プ と増分バッ クア ッ プおよびリ ス ト アが可能にな り ます。 プ ラグイ ンを使用する と、 通
常のバッ クア ッ プ ・ プロセスの一部と し て、 アクセス可能な場所にバッ クア ッ プが保存されます。 バッ クア ッ プ
のサイズを管理し、 ネ ッ ト ワーク帯域幅に対応するために、 バッ クア ッ プ ・ プロセスの一部と し て さ まざまな項
目を包含し た り除外し た りする こ とができます。

主な利点
• Office 365 へのサブスク ラ イブ時でも システムの信頼性を高め、 リ スク を低減 ： プラグイ ンを使用する

と、 さ まざまな リ カバリー ・ シナリ オに対応できる柔軟性のあるバッ クア ッ プ ・ ポ リ シーを作成できま
す。

バッ クア ッ プ機能には以下のものがあり ます。

メ モ ： プ ラグ- イ ン （ Microsoft Office 365 用） は SharePoint Online をサポー ト し ます。 SharePoint Server
のバッ クア ッ プやリ ス ト アはサポー ト し ていません。
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▪ 個人、 共有、 リ ソース受信箱の保護

▪ カ レンダー、 カ レンダー ・ グループ、 イベン ト の保護

▪ SharePoint Online サイ ト とサブサイ ト の保護

▪ Teams の保護

▪ データ をオン ラ イ ンにし た状態、 すなわちアクセス可能な状態でフル、 増分バッ クア ッ プを実行

▪ OneDrive に配置されたフ ァ イルと フ ォルダーの保護

▪ ユーザー、 グループ、 サービス ・ プ リ ンシパルのフル ・ バッ クア ッ プ と増分バッ クア ッ プ

▪ シングル ・ テナン ト ・ アプ リ ケーシ ョ ン認証および認証モデルのサポー ト

プ ラグイ ンを使用し てバッ クア ッ プ ・ ポリ シーを実装する と、 障害発生時に必要と なる リ カバリ作業を
おろそかにする こ と な く 、 よ り重要な タ スクに専念する こ とができます。 また、 どのよ う な状況であろ
う と、 電子メ ールが保護されている こ とが分かっているため、 IT 管理者の安心感は高ま り ます。

• 高速な リ ス ト アによ り ダウン タ イムを短縮 ： リ ス ト アに必要なバッ クア ッ プ ・ セ ッ ト を選ぶだけで、 
プ ラグイ ンが自動的にリ ス ト アを実行し ます。

このほか、 以下のリ ス ト ア機能を備えています。

▪ フルおよび増分リ ス ト ア

▪ 個人、 共有、 リ ソース受信箱のリ ス ト ア

▪ カ レンダー、 カ レンダー ・ グループ、 イベン ト のリ ス ト ア

▪ サイ ト およびサブサイ ト のリ ス ト ア

▪ Teams およびサポー ト されている Microsoft アプ リ ケーシ ョ ンのリ ス ト ア

▪ 個々の電子メ ール ・ メ ッ セージのリ ス ト ア

▪ 個々のフ ァ イルやデ ィ レ ク ト リのリ ス ト ア

▪ ユーザー、 グループ、 サービス ・ プ リ ンシパルのリ ス ト ア

• ビジネスの継続性を確保 ： ビジネス上重要なアプ リ ケーシ ョ ンのデータ保護でオフサイ ト ・ バッ クア ッ
プは重要です。 本プ ラグイ ンは幅広いバッ クア ッ プ ・ デバイス と NetVault との統合を有効に活用し ます。

NetVault では、 バッ クア ッ プの保存先バッ クア ッ プ ・ デバイスを柔軟に選択する こ とができます。

削除された電子メ ールが 30 日経過する と リ カバリーできないなど、 ユーザー ・ データに対するネイテ ィ

ブ ・ バッ クア ッ プおよび柔軟な リ カバリー機能の欠如に対処するために、 プ ラグイ ンを使用し て、 よ り
堅牢なバッ クア ッ プおよびリ カバリーを実装する こ とができます。 また、 プ ラグイ ンは、 ユーザーの受
信箱や OneDrive が破損し た場合にも、 データ を確実に保護し ます。

• バッ クア ッ プ ・ ウ ィ ン ド ウを削減し、 ス ト レージを軽減 ： 電子メ ールが保護され、 障害復旧に備えてオ
フサイ ト に保存されている とい う安心感を提供し ます。 同時に、 経験が浅 く ても リ ス ト アを開始できる
ため、 ダウン タ イムが短縮され、 ビジネス継続性が高ま り、 管理者は常時待機し ている必要がな く な り
ます。

機能概要
• 個人、 共有、 リ ソース受信箱の保護

• カ レンダー、 カ レンダー ・ グループ、 イベン ト の保護

• OneDrive に配置されたフ ァ イルと フ ォルダーの保護

• Teams の保護

メ モ ： Teams の場合、 フル ・ バッ クア ッ プにはすべての標準項目が含まれます。 増分バッ ク

ア ッ プには、 ほとんどの項目のフル ・ バッ クア ッ プ と チャ ッ ト ・ メ ッ セージの増分バッ ク
ア ッ プが含まれます。
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• データ をオン ラ イ ンにし た状態、 すなわちアクセス可能な状態でフル、 増分バッ クア ッ プを実行

• フルおよび増分リ ス ト ア

• 個人、 共有、 リ ソース受信箱のリ ス ト ア

• カ レンダー、 カ レンダー ・ グループ、 イベン ト のリ ス ト ア

• Teams およびサポー ト されている Microsoft アプ リ ケーシ ョ ンのリ ス ト ア

• 個々の電子メ ール ・ メ ッ セージのリ ス ト ア

• 個々のフ ァ イルやデ ィ レ ク ト リのリ ス ト ア

• ド キュ メ ン ト およびフ ォーム ・ テンプレー ト のリ ス ト ア

• ス タ イル ・ ラ イブ ラ リーのリ ス ト ア

• サイ ト およびサブサイ ト ・ ページのリ ス ト ア

• Azure AD ユーザー、 グループ、 サービス ・ プ リ ンシパルのリ ス ト ア

• ポイ ン ト ・ アン ド ・ ク リ ッ ク WebUI

• リ ス ト ア中の受信箱の移動

対象ユーザー
本ガイ ドは Office 365 のバッ クア ッ プおよびリ カバリーを担当するユーザーを対象と し ています。 Office 365 の

管理について習熟し ている こ と を前提と し ています。 Office 365 についての高度な知識があれば、 効率的なバッ

クア ッ プおよびリ ス ト ア戦略の定義に役立ちます。

参考資料
Quest は、 本プ ラグイ ンの設定時および使用中に Office 365 ド キュ メ ンテーシ ョ ン

（https://docs.microsoft.com/ja-JP/Office365/ および https://technet.microsoft.com/en-
us/library/dn127064(v=office.14).aspx） をすぐに利用できるよ う準備し てお く こ と をお勧めし ます。

以下のド キュ メ ン ト も利用可能です。

• Quest NetVault イ ンス ト レーシ ョ ン ・ ガイ ド ： このガイ ド では、 NetVault サーバーおよびク ラ イアン ト ・

ソ フ ト ウ ェ アのイ ンス ト ール方法について詳し く 説明し ています。

• Quest NetVault ア ド ミ ニス ト レーターズ ・ ガイ ド ： このガイ ド では、 NetVault の使用方法と、 すべてのプ

ラグイ ンで共通の機能について詳説し ます。

• Quest NetVaultCLI リ フ ァ レンス ・ ガイ ド ： このガイ ド では、 コマン ド ラ イ ン ・ ユーテ ィ リ テ ィ の詳細な

説明を提供し ます。

これらのガイ ドは、 https://support.quest.com/technical-documents からダウンロー ド できます。
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2

プ ラグイ ンのイ ンス ト ールと削除

• イ ンス ト ールの前提条件

• プ ラグイ ンのイ ンス ト ールまたは ア ッ プグレー ド

• プ ラグイ ンの削除

イ ンス ト ールの前提条件
プ ラグイ ンは、 Microsoft .NET Framework バージ ョ ン 4.7.2 以降をサポー ト する 64 ビ ッ ト 版 Windows Server
ベースの NetVault サーバーまたはク ラ イアン ト にイ ンス ト ールできます。

• Microsoft .NET Framework がイ ンス ト ールされている こ との確認 ： 使用するサーバーは、 .NET 
Framework のバージ ョ ン 4.7.2 以降をサポー ト し ている必要があり ます。

• NetVault サーバーまたはク ラ イアン ト ・ ソ フ ト ウ ェ アのイ ンス ト ール ： サーバー上には、 最低でも

NetVault ク ラ イアン ト ・ ソ フ ト ウ ェ アがイ ンス ト ールされている必要があり ます。 NetVault サーバーま

たはク ラ イアン ト ・ ソ フ ト ウ ェ アのイ ンス ト ールについての詳細は、 『Quest NetVault イ ンス ト レー 

シ ョ ン ・ ガイ ド』 を参照し て く だ さい。

• サーバーまたはク ラ イアン ト が帯域幅の大きいイ ン ターネ ッ ト にアクセスできる こ と を確認し ます。
バッ クア ッ プ されたデータはク ラウ ド ベースのサーバー上にあ り、 ローカル ・ ス ト レージ ・ メ デ ィ アに
ダウンロー ド されるため、 Quest では、 イ ン ターネ ッ ト 帯域幅が大きいク ラ イアン ト またはサーバーに 

プ ラグイ ンを イ ンス ト ールする こ と をお勧めし ます。

Azure AD および SharePoint Online の制限
Azure AD および SharePoint Online コ ンテンツのバッ クア ッ プ と リ ス ト アを目的と し てプ ラグ- イ ン （ Microsoft 
Office 365 用） を イ ンス ト ールする際は、 次の制限事項を考慮する必要があ り ます。

Azure AD の場合 ：

• メ ール対応セキュ リ テ ィ および配布グループのリ ス ト アはサポー ト されていません。

• サービス ・ プ リ ンシパルのク ラ イアン ト 秘密鍵はリ ス ト アできません。

• バッ クア ッ プ時に継承されたラ イセンスは、 直接割り当てられたラ イセンス と し て リ ス ト ア されます。

SharePoint Online の場合 ：

• 次の種類の SharePoint Online サイ ト ・ リ ス ト のバッ クア ッ プ と リ ス ト アはサポー ト されていません。

▪ プロセス図

▪ プロモー ト された リ ン ク

▪ 関連アクシ ョ ン

▪ レポー ト ・ ラ イブ ラ リー

▪ ステータ ス付きの Web パーツ ・ ページ
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• ク ラシ ッ ク ・ チーム ・ サイ ト の場合のみ、 アセ ッ ト ・ ラ イブ ラ リー ・ タ イプ ・ リ ス ト のバッ クア ッ プ 
およびリ ス ト アは行われません。

プラグイ ンのイ ンス ト ールまたは 
ア ッ プグレー ド
次の ト ピ ッ クでは、 プ ラグイ ンを単一のク ラ イアン ト にイ ンス ト ールするか、 既存のク ラ イアン ト をア ッ プグ
レー ド するプロセスについて説明し ます。 ク ラ イアン ト がすべて同じ タ イプの場合、 NetVault 設定ウ ィ ザー ド を

使用し て複数のク ラ イアン ト に同時にプ ラグイ ンを イ ンス ト ールできます。 プ ッ シュ ・ イ ンス ト ールを使用し て
複数のク ラ イアン ト を同時に更新する方法の詳細については、 『QuestNetVault 管理者ガイ ド』 を参照し て く だ

さい。

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［ク ラ イアン ト 管理］ を ク リ ッ ク し ます。

2 ［ク ラ イアン ト 管理］ ページで、 表の利用可能なク ラ イアン ト を選択し て、 ［管理］ を ク リ ッ ク し ます。

3 ［ク ラ イアン ト 表示］ ページで、 ［ ］ を ク リ ッ ク し ます。

4 プ ラグイ ンの .npk イ ンス ト ール ・ フ ァ イルの場所 （イ ンス ト ール用 CD や、 Web サイ ト から フ ァ イルを

ダウンロー ド し たデ ィ レ ク ト リ など） へ移動し ます。

イ ンス ト ール CD では、 このソ フ ト ウ ェ アのデ ィ レ ク ト リ ・ パスは OS によ って異な り ます。

5 「not-x-x-x-x-x.npk」 とい う フ ァ イル （xxxxx はバージ ョ ン番号と プラ ッ ト フ ォームを表す） を選択し、

［開 く ］ を ク リ ッ ク し ます。

プ ラグイ ンが正常にイ ンス ト ールされる と、 メ ッ セージが表示されます。

プラグイ ンの削除
1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［ク ラ イアン ト 管理］ を ク リ ッ ク し ます。

2 ［ク ラ イアン ト 管理］ ページで、 利用可能なク ラ イアン ト を選択し て、 ［管理］ を ク リ ッ ク し ます。

3 ［ク ラ イアン ト 表示］ ページの ［イ ンス ト ール済みソ フ ト ウ ェ ア］ の表で、 該当するプ ラグイ ンを 

選択し、 ［ ］ を ク リ ッ ク し ます。

4 ［確認］ ダイアログ ・ ボ ッ クスで、 ［削除］ を ク リ ッ ク し ます。
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3

プ ラグイ ンの設定

• Office 365 管理者ポータルを使用し た 設定詳細の取得

• プ ラグイ ンへの設定詳細の入力

• 構成フ ァ イル ・ パラ メ ータの変更によるバッ クア ッ プおよびリ ス ト アの パフ ォーマンス向上

Office 365 管理者ポータルを使用し た 

設定詳細の取得
バッ クア ッ プを開始する前に、 Office 365 管理者ポータルから設定情報を取得し、 プラグイ ンの設定セクシ ョ ン

に情報を入力する必要があり ます。

1 Office 365 管理者ポータル （https://portal.microsoftonline.com/） にアクセス し て、 Admin アプ リ を開き

ます。

2 左側のナビゲーシ ョ ン ・ パネルで、 ［管理セン ター］ を ク リ ッ ク し、 リ ス ト から ［Azure Active 
Directory］ を選択し ます。

3 ［Azure Active Directory 管理セン ター］ の ［すべてのサービス］ で、 ［Azure Active Directory］ を 

ク リ ッ ク し ます。

4 ［管理］ セクシ ョ ンで、 ［アプ リの登録］ を ク リ ッ ク し てから ［新しい登録］ を ク リ ッ ク し ます。

5 以下のフ ィ ールド に入力し ます。

▪ 名前 ： NetVault プ ラグイ ンの名前 （PluginOffice365 など） を入力し ます。

▪ アプ リ ケーシ ョ ン ・ タ イプ ： リ ス ト から、 ［Web app/API］ を選択し ます。

▪ リ ダイ レ ク ト URL ： NetVault との対話に使用する URL （https://<machineName>:8443.
など） を入力し ます。

6 ［登録］ を ク リ ッ ク し て、 表示されるページに一覧表示されているアプ リ ケーシ ョ ン ID を確認し ます。

Quest では、 テキス ト ・ フ ァ イルにコ ピーし て保存するなど、 この情報を記録する こ と を強 く お勧めし ま

す。

7 ［管理］ セクシ ョ ンで、 ［アプ リの登録］ を も う一度ク リ ッ ク し、 ［登録済みアプ リ］ を ク リ ッ ク し て、
［認証］ を ク リ ッ ク し ます。

8 ［サポー ト されているアカウン ト ・ タ イプ］ セクシ ョ ンで、 ［任意の組織デ ィ レ ク ト リのアカウン ト
（Azure AD デ ィ レ ク ト リ  - マルチテナン ト ）］ オプシ ョ ンが選択されていない場合は選択し ます。

9 ［詳細設定］ セクシ ョ ンで ［はい］ を選択し て、 ［アプ リ ケーシ ョ ンをパブ リ ッ ク ・ ク ラ イアン ト と し て
扱う］ オプシ ョ ンを有効にし ます。

10 ［管理］ セクシ ョ ンで、 ［API アクセス権］ を ク リ ッ ク し ます。

11 ［API アクセス権］ で、 ［アクセス権の追加］ を ク リ ッ ク し ます。

12 以下のオプシ ョ ンの 1 つを選択し ます。
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▪ API の選択 ： この方法を使用するには、 ［Microsoft Graph］ を選択し てから ［選択］ を ク リ ッ ク

し ます。

▪ 権限の選択 ： このプロセスを使用するには、 次の手順を実行し ます。

a ［アプリケーション・アクセス権］を選択してから、次の項目を選択します。

- Calendars.Read

- Calendars.ReadWrite

- ChannelMessage.Read.All

- Directory.ReadWrite.All

- Files.Read.All

- Files.ReadWrite.All

- Group.Read.All

- Group.ReadWrite.All

- Mail.Read

- Mail.ReadWrite

- MailboxSettings.Read

- MailboxSettings.ReadWrite

- Sites.FullControl.All

- Sites.Manage.All

- Sites.Read.All

- Sites.ReadWrite.All

- User.Read.All

- User.ReadWrite.All534

b ［委任されたアクセス権］を選択し、次の項目を選択します。

- ChannelMessage.Read.All

- Group.ReadWrite.All

- User.Read（このアクセス権は、登録済みアプリにデフォルトで追加されます）

c ［アクセス権追加］をクリックします。

d プラグインを設定した後でプラグ-イン （ Microsoft Office 365用）にアクセス権を割り当て

るには、［必要なアクセス権］タブで［アクセス権の付与］をクリックして、 
確認メッセージが表示されたら［はい］をクリックします。

13 ［管理］ タ ブの ［証明書と秘密］ セクシ ョ ンで、 ［新しいク ラ イアン ト の秘密］ を ク リ ッ ク し て、 
プ ラグイ ンで使用するパスワー ド を作成し ます。

14 説明を入力し、 有効期限を選択し て、 ［追加］ を ク リ ッ ク し、 ［値］ ボ ッ クスの情報を メ モ し ます。

Quest では、 テキス ト ・ フ ァ イルにコ ピーし て保存するなど、 この情報を記録する こ と を強 く お勧めし ま

す。

メ モ ： Azure AD サービス ・ プ リ ンシパルをバッ クア ッ プおよびリ ス ト アするには、 プ ラグ

イ ンの設定に使用される登録済みアプ リ ケーシ ョ ンがグローバル管理者および 
アプ リ ケーシ ョ ン管理者である必要があ り ます。

重要： 後でこの鍵を取得することはできません。プラグインの設定時に参照用に記録しない場合
は、新しい鍵を生成する必要があります。
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15 Office 365 で使用する ド メ イ ン名を確認するには、 左側のナビゲーシ ョ ン ・ パネルで再度 ［Azure Active 
Directory］ を ク リ ッ ク し ます。

16 ［概要］ を ク リ ッ ク し、 ド メ イ ン名を メ モ し ます。

Quest では、 テキス ト ・ フ ァ イルにコ ピーし て保存するなど、 この情報を記録する こ と を強 く お勧めし ま

す。

プラグイ ンへの設定詳細の入力
アプ リ ケーシ ョ ン ID、 パスワー ド、 ド メ イ ン名を確認し たら、 プラグイ ンの設定セクシ ョ ンに情報を入力する

必要があり ます。

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［バッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブ作成］ を ク リ ッ ク し て、 次に ［セレ クシ ョ ン］ 

リ ス ト の隣にある ［ ］ を ク リ ッ ク し ます。

2 セレ クシ ョ ン ・ ツ リー内で適切なク ラ イアン ト ・ ノ ー ド を開きます。

3 ［プ ラグ- イ ン （ Microsoft Office 365 用）］ を ク リ ッ ク し て、 コ ンテキス ト ・ メ ニューから ［設定］ を選

択し ます。

4 ［設定］ ダイアログで、 前のプロセスで記録し た情報を使用し て、 次のフ ィ ールド に入力し ます。 
Office 365 管理者ポータルを使用し た 設定詳細の取得

▪ アプ リ ケーシ ョ ン ・ ド メ イ ン

▪ アプ リ ケーシ ョ ン ID

▪ アプ リ ケーシ ョ ン ・ パスワー ド

5 SharePoint Online または Teams、 またはその両方を保護する場合は、 ［グローバル管理者資格情報の入

力］ チ ェ ッ ク ・ ボ ッ クスをオンにし て、 管理者のユーザー名とパスワー ド を入力し ます。

管理者にグローバル管理者ロールが割り当てられてお り、 保護するサイ ト またはチームの所有者または
メ ンバーである こ と を確認し ます。 User Principal Name （UPN） 形式 （例 ：

user1@testdomain.onmicrosoft.com） を使用し て、 ［管理者ユーザー名］ フ ィ ールド に入力し ます。

6 設定を保存するには、 ［OK］ を ク リ ッ ク し ます。

アカウン ト が適切に設定されている場合は、 プ ラグ- イ ン （ Microsoft Office 365 用） ノ ー ド を ク リ ッ ク

し て、 使用可能な受信箱と OneDrive のユーザーおよびグループを表示できます。

メ モ ： SharePoint Online 用に設定されたユーザーは、 バッ クア ッ プ し たサイ ト とバッ クア ッ プ された 

コ ンテンツを リ ス ト アする場所に 「グローバル」 管理者アクセス権を持つ必要があ り ます。 
 
プ ラグイ ン用に設定されたユーザーが Teams のバッ クア ッ プおよびリ ス ト ア ・ ジ ョ ブを生成するには、

Teams プラ ッ ト フ ォームのメ ンバーである必要があり ます。

注意： WebUIの［設定変更］オプションを使用して、これらの設定を入力または更新しないでください。
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構成フ ァ イル ・ パラ メ ータの変更による
バッ クア ッ プおよびリ ス ト アの 
パフ ォーマンス向上
Microsoft Outlook および OneDrive アカウン ト のバッ クア ッ プおよびリ ス ト ア ・ ジ ョ ブのパフ ォーマンスを管理

する場合は、 nvoffice.cfg フ ァ イルで次のパラ メ ータ を変更できます。 このフ ァ イルのデフ ォル ト の場所は

C:\Program Files\Quest\NetVault\config です。

使用する値は、 バッ クア ッ プおよびリ ス ト ア ・ ジ ョ ブに対し て ［マルチス ト リー ミ ングを有効にする］ 
オプシ ョ ンで選択し た値と、 ネ ッ ト ワークでサポー ト される帯域幅によ って異な り ます。

次の表に、 パラ メ ータ、 デフ ォル ト 設定、 およびその影響の説明を示し ます。

表1. ネットワークの耐障害性でサポートされるパラメータ

パラメータ デフォルト 説明

耐障害性：再試行回数 3 障害発生後にプラグインがGRAPH APIを実行する回数を示します。

耐障害性：再試行遅延 5（単位：秒） 障害発生後にプラグインがGRAPH APIを再実行するまでに待機する

時間を示します。

表2. Outlookでサポートされているパラメータ

パラメータ デフォルト 説明

MsOutlook：添付ファ

イルなしメール

1000 GRAPH APIの1回の呼び出しでフェッチできる、添付ファイルのな

い電子メール・メッセージの数を示します。値1000は最大許容値

です。

MsOutlook：添付ファ

イル付きメール

10 GRAPH APIの1回の呼び出しでフェッチできる、添付ファイル付き

の電子メール・メッセージの数を示します。添付ファイルのサイズ
とネットワーク帯域幅に応じて、この値を大きくしてデータ転送速
度を上げることができます。

MsOneDrive：リスト

ア・チャンク・サイズ

5（単位：MB） OneDrive上のチャンクでメールの添付ファイルとイベント・タイプ

の添付ファイルをリストアするために使用できるチャンク・サイズ
を示します。チャンク・サイズは320 KiBの倍数（327,680バイト）

にする必要があります。320 KiBで割り切れないチャンク・サイズを

使用した場合、ファイルのコミット時にエラーが発生します。ネッ
トワーク帯域幅に応じ、この値を大きくしてデータ転送速度を上げ
ることができます。サポートされている速度を超えると、GRAPH 
APIによってタイムアウト例外が生成される場合があります。
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表3. OneDriveでサポートされているパラメータ

パラメータ デフォルト 説明

MsOneDrive：バック

アップ・チャンク・サ
イズ

5（単位：MB） ファイルのバックアップ（ダウンロード）に使用できるチャンク・
サイズを示します。チャンク・サイズは320 KiBの倍数（327,680バ

イト）にする必要があります。320 KiBで割り切れないチャンク・サ

イズを使用した場合、ファイルのコミット時にエラーが発生しま
す。ネットワーク帯域幅に応じ、この値を大きくしてデータ転送速
度を上げることができます。サポートされている速度を超えると、
GRAPH APIによってタイムアウト例外が生成される場合がありま

す。

MsOneDrive：フォル

ダーごとの並列ファイ
ル・メタデータ

1000 GRAPH APIの1回の呼び出しでフェッチできる、メタデータを持つ

ファイルの数を示します。値1000は最大許容値です。

MsOneDrive：リスト

ア・チャンク・サイズ

5（単位：MB） ファイルのリストア（アップロード）に使用できるチャンク・サイ
ズを示します。チャンク・サイズは320 KiBの倍数（327,680バイ

ト）にする必要があります。320 KiBで割り切れないチャンク・サイ

ズを使用した場合、ファイルのコミット時にエラーが発生します。
ネットワーク帯域幅に応じ、この値を大きくしてデータ転送速度を
上げることができます。サポートされている速度を超えると、
GRAPH APIによってタイムアウト例外が生成される場合がありま

す。
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4

データのバッ クア ッ プ

• バッ クア ッ プおよびリ カバリ戦略の定義

• 受信箱フ ォルダーの除外および包含に 使用するパターンの追加

• バッ クア ッ プの実行

バッ クア ッ プおよびリ カバリ戦略の定義
Office 365 のバッ クア ッ プを作成する目的は、 メ デ ィ ア障害またはデータの破損によ って損傷し た受信箱または

サイ ト のコ ンテンツを リ カバリーする こ と です。 バッ クア ッ プを使用し て確実に リ カバリするには、 定義された
ビジネス要件を考慮し て、 データの可用性を最大限に確保し ながらデータ損失を最小限に抑えるよ う戦略を策定
する必要があり ます。

戦略は、 バッ クア ッ プ要素と リ ス ト ア要素の 2 つの要素からな り ます。

• バッ クア ッ プ要素では、 データベースの可用性確保およびデータ損失の最小化の目標を達成するために
必要なバッ クア ッ プのタ イプ と実行頻度を定義し ます。

• リ ス ト ア要素では、 リ ス ト アの実行責任者と、 特定タ イプの損傷または障害から リ カバリするためにど
のよ う な リ ス ト アを実行するかを定義し ます。

バッ クア ッ プ計画には、 バッ クア ッ プの実行間隔、 バッ クア ッ プの保管方法、 バッ クア ッ プの保持期間、 
バッ クア ッ プ ・ メ デ ィ アの再利用方法を定義する必要があ り ます。

プ ラグイ ンでは、 以下のバッ クア ッ プ ・ タ イプを使用できます。

• フル ・ バッ クア ッ プのみ ： バッ クア ッ プ ・ サイズが小さい、 バッ クア ッ プ ・ ウ ィ ン ド ウが重要ではない、
またはス ト レージ ・ メ デ ィ アの制約がない場合は、 フル ・ バッ クア ッ プのみを実行する こ とができます。
このよ う なシナリ オの場合、 フル ・ バッ クア ッ プのタ イ ミ ングを、 更新頻度に応じ て、 毎晩または N 時

間ご とに設定する こ とができます。

問題が発生し た場合、 プ ラグイ ンで実行する必要があるのは、 1 つのセーブセ ッ ト のリ ス ト アだけです。

• フル ・ バッ クア ッ プ と増分バッ クア ッ プ ： 短時間でバッ クア ッ プを行い、 ス ト レージ ・ メ デ ィ アの消費
を最低限に抑えるには、 フル ・ バッ クア ッ プ と増分バッ クア ッ プを計画に含める こ とができます。 た と
えば、 データの更新頻度に応じ て、 毎週日曜日にフル ・ バッ クア ッ プを実行し、 毎日または N 時間ご と

に増分バッ クア ッ プを実行するよ う にスケジュールできます。

障害発生時には、 最新のフル ・ バッ クア ッ プ と それ以降に実施された増分バッ クア ッ プから順番にデー
タ を リ ス ト アする必要があり ます。 複数の増分セーブセ ッ ト からデータ を リ ス ト アする必要がある場合
は、 リ ス ト アに時間がかかり ます。 た と えば土曜日に障害が発生し た場合は、 前の日曜日に行われたフ
ル ・ バッ クア ッ プ、 および月曜から金曜に実施された増分バッ クア ッ プからデータ を リ ス ト アする必要
があり ます。

メ モ ： 本プ ラグイ ンは、 SharePoint Online の増分バッ クア ッ プをサポー ト し ていません。 Teams
の場合、 フル ・ バッ クア ッ プにはすべての標準項目が含まれ、 増分バッ クア ッ プにはほとんどの項
目のフル ・ バッ クア ッ プ と チャ ッ ト ・ メ ッ セージの増分バッ クア ッ プが含まれます。
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受信箱フ ォルダーの除外および包含に 
使用するパターンの追加
バッ クア ッ プ選択ツ リーから受信箱を選択するだけでな く 、 バッ クア ッ プするすべての選択し たユーザー受信箱
に含める受信箱フ ォルダーと除外する受信箱フ ォルダーのパターンを作成し て保存する こ と もできます。 除外ま
たは包含するパターンのいずれか、 または両方を指定する と、 プ ラグイ ンは、 そのパターンをバッ クア ッ プ ・ セ
レ クシ ョ ン ・ セ ッ ト と と もに保存し ます。 バッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブを送信する と きに、 保存し たパターンを持つ
セ ッ ト を選択する こ とができます。 する と、 プ ラグイ ンによ って、 指定し た包含または除外パターンに一致する
名前を持つ受信箱がバッ クア ッ プ ・ リ ス ト に入力されます。 指定できるパターンの数に制限はあ り ません。 除外
が優先される こ とに注意し て く だ さい。

パターンを追加するには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［バッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブ作成］ を ク リ ッ ク し て、 次に ［セレ クシ ョ ン］ 

リ ス ト の隣にある ［ ］ を ク リ ッ ク し ます。

2 セレ クシ ョ ン ・ ツ リー内で適切なク ラ イアン ト ・ ノ ー ド を開きます。

3 ［プ ラグ- イ ン （ Microsoft Office 365 用）］ を ク リ ッ ク し て、 コ ンテキス ト ・ メ ニューから ［包括 / 除外を

表示］ を選択し ます。

［包含パターン］ および ［除外パターン］ とい う 2 つのサブ ノ ー ドが Office 365 ノ ー ド に追加されます。

4 除外パターンを指定するには、 次の手順を実行し ます。 除外パターンは包含パターンよ り優先されます。

a ［除外パターン］ を ク リ ッ ク し、 ［フ ォルダー ・ パターンの追加］ を選択し ます。

b ［除外パターンを入力］ ダイアログ ・ ボ ッ クスで、 除外するパターンを入力し、 ［OK］ を ク リ ッ ク

し ます。

POSIX（Portable Operating System Interface）正規表現（regex）を使用して除外パターンを作成し

ます。たとえば、［迷惑メール］フォルダーを除外する場合は、迷惑*と入力します。

5 包括パターンを指定するには、 以下の手順に従います。

a ［包含パターン］ を ク リ ッ ク し、 ［フ ォルダー ・ パターンの追加］ を選択し ます。

b ［包含パターンを入力］ ダイアログ ・ ボ ッ クスで、 包含するパターンを入力し て ［OK］ を 

ク リ ッ ク し ます。

POSIX正規表現を使用して包含パターンを作成します。たとえば、FolderXXXというフォルダーを

すべて含める場合は、Folder???と入力します。

対応するサブ ノ ー ドの下に新しいパターンを持つ情報ノ ー ド が一覧表示されます。 バッ クア ッ プ ・ 
ジ ョ ブを設定する と きに、 利用可能なパターンを選択またはク リ アする こ とができます。

6 完了し たら、 ［保存］ を ク リ ッ ク し て、 ［新規セ ッ ト の作成］ ダイアログ ・ ボ ッ クスに名前を入力し、 
［保存］ を ク リ ッ ク し ます。

名前には英数字と英数字以外の文字を使用できますが、 非ラテン語系の文字を含める こ とはできません。
Windows の場合、 長さ制限はあ り ません。 ただ し、 すべてのプ ラ ッ ト フ ォームで、 40 文字以内にする こ

と をお勧めし ます。

メ モ ： この機能は、 受信箱フ ォルダーに対し てのみサポー ト されています。 OneDrive、 SharePoint 
Online、 Azure AD ユーザーおよびグループはサポー ト されていません。
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バッ クア ッ プの実行
プ ラグイ ンを使用し てバッ クア ッ プを実行するには、 以下の ト ピ ッ クで説明する手順に従います。

• バッ クア ッ プ対象データの選択

• バッ クア ッ プ ・ オプシ ョ ンの設定

• バッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブのフ ァ イナラ イズと実行

バッ クア ッ プ対象データの選択
バッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブを作成するには、 セ ッ ト （バッ クア ッ プ ・ セレ クシ ョ ン ・ セ ッ ト 、 バッ クア ッ プ ・ オプ
シ ョ ン ・ セ ッ ト 、 スケジュール ・ セ ッ ト 、 ターゲッ ト ・ セ ッ ト 、 および詳細設定セ ッ ト ） を使用する必要があ り
ます。

バッ クア ッ プ ・ セレ クシ ョ ン ・ セ ッ ト は、 増分バッ クア ッ プに必要です。 フル ・ バッ クア ッ プを実行中にバッ ク
ア ッ プ ・ セレ クシ ョ ン ・ セ ッ ト を作成し てから、 フルおよび増分バッ クア ッ プに使用し ます。 増分バッ クア ッ プ
にセレ クシ ョ ン ・ セ ッ ト が使用されていない場合、 バッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブがエラーをレポー ト し ます。 詳し く
は、 『Quest NetVault ア ド ミ ニス ト レーターズ ・ ガイ ド』 を参照し て く ださい。

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［バッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブ作成］ を ク リ ッ ク し ます。

［ガイ ド付き設定］ リ ン クから もウ ィ ザー ド を開始できます。 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［ガイ ド 付き
設定］ を ク リ ッ ク し ます。 ［NetVault 設定ウ ィ ザー ド］ ページで、 ［バッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブ作成］ を 

ク リ ッ ク し ます。

2 ［ジ ョ ブ名］ に、 ジ ョ ブの名前を指定し ます。

ジ ョ ブの進捗状況の監視やデータのリ ス ト ア時にジ ョ ブを識別しやす く するため、 分かりやすい名前を
割り当てます。 ジ ョ ブ名には英数字と英数字以外の文字を使用できますが、 非ラテン語系の文字を含め
る こ とはできません。 Windows の場合は長さ制限はあ り ませんが、 40 文字以内に収める こ と をお勧めし

ます。

3 ［セレ クシ ョ ン］ リ ス ト の隣にある、 ［ ］ を ク リ ッ ク し ます。

4 プ ラグイ ンのリ ス ト で、 プ ラグ- イ ン （ Microsoft Office 365 用） を開いて、 テナン ト ・ ノ ー ド を開き、

以下の適切なアクシ ョ ンを実行し ます。

▪ Outlook、 OneDrive、 SharePoint Online、 または Teams のバッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブを作成し ている

場合は、 ［Office 365 アプ リ］ ノ ー ド を展開し、 該当する項目を選択し ます。

▪ Azure AD のバッ ク ア ッ プ ・ ジ ョ ブを作成する場合は、 ユーザー、 グループ、 またはサービス ・ プ

リ ンシパルの ［AzureAD］ ノ ー ド を選択し ます。

5 ［保存］ を ク リ ッ ク し て、 ［新規セ ッ ト の作成］ ダイアログ ・ ボ ッ クスに名前を入力し、 ［保存］ を 
ク リ ッ ク し ます。

名前には英数字と英数字以外の文字を使用できますが、 非ラテン語系の文字を含める こ とはできません。
Windows の場合、 長さ制限はあ り ません。 ただ し、 すべてのプ ラ ッ ト フ ォームで、 40 文字以内にする こ

と をお勧めし ます。

メ モ ： 単一のセレ クシ ョ ン ・ セ ッ ト では、 Office 365 アプ リ ケーシ ョ ンまたは Azure AD から複数

の項目を選択できますが、 両方から選択する こ とはできません。 Office 365 項目と Azure AD 項目

を別々のセレ クシ ョ ン ・ セ ッ ト にリ ス ト アする必要があ り ます。 既存の Azure AD 項目のセレ ク

シ ョ ン ・ セ ッ ト を編集する と きに、 Office 365 アプ リ ケーシ ョ ンの項目を追加する場合は、 Azure 
AD 項目を ク リ アする必要があ り ます。 同様に、 Office 365 からの既存の項目のセレ クシ ョ ン ・

セ ッ ト に Azure AD 項目を追加する場合は、 他の Office 365 項目を ク リ アする必要があ り ます。
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バッ クア ッ プ ・ オプシ ョ ンの設定
次の手順には、 バッ クア ッ プ ・ オプシ ョ ン ・ セ ッ ト の作成または既存のセ ッ ト の選択が含まれています。

1 ［プ ラグイ ン ・ オプシ ョ ン］ リ ス ト の隣にある、 ［ ］ を ク リ ッ ク し ます。

2 ［バッ クア ッ プ ・ タ イプ］ セクシ ョ ンで、 利用可能なオプシ ョ ンを選択し ます。

▪ フル ・ バッ クア ッ プ ： 選択し た受信箱 （フ ォルダー、 メ ッ セージ、 受信箱の設定、 ルールなど）
や選択し た OneDrive または Teams ノ ー ドの完全なバッ クア ッ プを実行するには、 

このオプシ ョ ンを選択し ます。

▪ 増分バッ クア ッ プ ： 前回のフルまたは増分バッ クア ッ プ以降に選択し た受信箱、 OneDrive、 また

は Teams ノ ー ド で変更されたすべてのデータ をバッ クア ッ プする場合、 このオプシ ョ ンを選択し

ます。

詳細は、 「バッ クア ッ プおよびリ カバリ戦略の定義」 を参照し て く だ さい。

3 ［追加オプシ ョ ン］ セクシ ョ ンで、 利用可能なオプシ ョ ンを選択し ます。

▪ 細分化された リ ス ト アを有効にする ： Outlook のフ ォルダーレベルと個々の電子メ ールレベルのリ

カバリー、 および OneDrive のフ ァ イルレベルと フ ォルダーレベルのリ カバリーを実行するには、

このオプシ ョ ンを選択し ます。

▪ マルチス ト リー ミ ングを有効にする ： 並列ス ト リームを使用し てバッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブの速度を
上げる場合は、 このオプシ ョ ンを選択し てからス ト リーム数を指定し ます。 入力する値は、 設定
と ネ ッ ト ワーク帯域幅によ って異な り ます。 サポー ト されている最大値は 「30」 です。

セレクション・セットに含まれる受信箱の数が指定したストリーム数より少ない場合、 
［ストリーム数］設定が自動的に調整されます。

4 ［Outlook オプシ ョ ン］ セクシ ョ ンで Outlook のバッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブを設定する場合は、 利用可能な 

オプシ ョ ンを選択し ます。

▪ 再開できるバッ クア ッ プを有効化 ： バッ クア ッ プを一時停止し、 停止し た時点から再開できるよ
う にするには、 このオプシ ョ ンを選択し ます。

このオプションを使用すると、バックアップ・ジョブを手動で中断できます。失敗したバック
アップ・ジョブは再開されません。

▪ バッ クア ッ プの添付フ ァ イルを除外 ： 添付フ ァ イルと イ ン ラ イ ン ・ イ メ ージを メ ッ セージから 
除外する場合は、 このオプシ ョ ンを選択し ます。

デフォルトでは、プラグインにはバックアップ・ジョブに添付ファイルとインライン・イメージ
が含まれます。添付ファイルを除外すると、バックアップのサイズが小さくなり、処理速度が向
上します。

ヒント： 既存のセットを使用するには、［プラグイン・オプション］リストで使用するセットを選択しま
す。

メ モ ： 増分バッ クア ッ プ ・ オプシ ョ ンは、 SharePoint Online バッ クア ッ プでは使用できません。

Teams の場合、 フル ・ バッ クア ッ プにはすべての標準項目が含まれ、 増分バッ クア ッ プにはほとん

どの項目のフル ・ バッ クア ッ プ と チャ ッ ト ・ メ ッ セージの増分バッ クア ッ プが含まれます。

メ モ ： 属性レベルまたは記事レベルでの細分化された リ カバリーは、 Azure AD では使用で

きません。 SharePoint Online のサイ ト ・ レベルでのみ利用できます。 フ ァ イルレベルのリ

カバリーは、 OneDrive のみで利用できます。 電子メ ールレベルのリ カバリーは Outlook で

利用できますが、 Teams では利用できません。

メ モ ： 属性レベルまたは記事レベルでの細分化された リ カバリーは、 Azure AD では使用で

きません。 SharePoint Online のサイ ト ・ レベルでのみ利用できます。 フ ァ イルレベルのリ

カバリーは、 OneDrive のみで利用できます。 Outlook ではメ ールレベルのリ カバリーを利用

できます
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▪ カ レンダーのバッ クア ッ プを除外 ： カ レンダーを除外する場合は、 このオプシ ョ ンを選択し ます。

5 ［名前の設定］ で、 セ ッ ト の名前を指定し て、 ［保存］ を ク リ ッ ク し ます。

名前には英数字と英数字以外の文字を使用できますが、 非ラテン語系の文字を含める こ とはできません。
Windows の場合は長さ制限はあ り ませんが、 40 文字以内に収める こ と をお勧めし ます。

バッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブのフ ァ イナラ イズと実行
1 ［スケジュール］、 ［ターゲッ ト ・ ス ト レージ］、 および ［詳細設定］ リ ス ト を使用し て、 その他の必要な

オプシ ョ ンを設定し ます。

2 ［保存］ または ［保存 ＆ 実行］ の、 どち らか適切な方を ク リ ッ ク し ます。

［ジ ョ ブ ・ ステータ ス］ ページで進捗状況を監視し た り、 ［ログ参照］ ページでログを表示し た り できま
す。 詳し く は、 『Quest NetVault ア ド ミ ニス ト レーターズ ・ ガイ ド』 を参照し て く だ さい。

メ モ ： カ レンダーと イベン ト がバッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブに含まれている場合でも、 プラグイ ン
は 「項目」 タ イプのイベン ト 添付フ ァ イルを除外し ます。

ヒント： 既に作成、保存しているジョブを実行するには、［ナビゲーション］パネルで［ジョブ定
義管理］を選択し、目的のジョブを選択して、［今すぐ実行］をクリックします。

重要： 再起動機能は、受信箱関連のバックアップ・ジョブで利用できます。OneDrive関連のバック

アップ・ジョブでは利用できません。
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5

データのリ ス ト ア

• リ ス ト ア対象データの選択

• リ ス ト ア ・ ジ ョ ブのフ ァ イナラ イズと実行

• リ ス ト ア ・ プロセス中の受信箱または OneDrive アカウン ト の再配置

• 細分化された項目の検索

リ ス ト ア対象データの選択

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［リ ス ト ア ・ ジ ョ ブ作成］ を ク リ ッ ク し ます。

2 セーブセ ッ ト の表に表示される項目を フ ィ ルタ リ ングするには、 ［フ ィ ルター］ を ク リ ッ ク し ます。

表にはセーブセ ッ ト 名 （ジ ョ ブ ・ タ イ ト ルと セーブセ ッ ト ID）、 作成日時、 サイズ、 カ タ ログのステータ

スが表示されます。 デフ ォル ト で、 リ ス ト は ［作成日］ 列でソー ト されます。

3 セーブセ ッ ト の表で、 適切なセーブセ ッ ト を選択し ます。

セーブセ ッ ト を選択する と、 以下の情報が ［セーブセ ッ ト 情報］ に表示されます。 ジ ョ ブ ID、 ジ ョ ブ ・

タ イ ト ル、 サーバー名、 ク ラ イアン ト 名、 プ ラグイ ン名、 セーブセ ッ ト の日時、 リ タ イア設定、 増分
バッ クア ッ プかど うか、 アーカ イブかど うか、 セーブセ ッ ト のサイズ、 スナ ッ プシ ョ ッ ト ベースのバッ
クア ッ プかど うかなど。

4 以下のオプシ ョ ンの 1 つを選択し ます。

▪ デフ ォル ト を使用し てすべてを リ ス ト ア ： あらかじめ設定されているデフ ォル ト を使用し て リ ス
ト アするには、 このボタ ンを ク リ ッ ク し、 ステ ッ プ 6 に進みます。

▪ リ ス ト ア ： ［セレ クシ ョ ン ・ セ ッ ト 作成］ ページを使用し て リ ス ト アする項目を選択するには、 こ
のボタ ンを ク リ ッ ク し て次の手順に進みます。

5 ［セレ クシ ョ ン セ ッ ト 作成］ ページで、 リ ス ト アするデータ を選択し ます。

対応するバッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブに対し て ［細分化された リ ス ト アを有効にする］ オプシ ョ ンを選択し た
場合、 該当する ノ ー ド を展開し て、 Outlook で リ カバリーする個々のフ ォルダーと電子メ ール、 または

OneDrive で リ カバリーする個々のフ ァ イルと フ ォルダーを選択できます。

メ モ ： プラグ- イ ン （ Microsoft Office 365 用） では、 サービス ・ プ リ ンシパルのク ラ イアン ト 秘密鍵のリ ス

ト アはサポー ト されていません。

メ モ ： 再配置は通常 Outlook と OneDrive でサポー ト されていますが、 チームや Azure AD アカウ

ン ト ではサポー ト されていません。 
 
SharePoint Online サイ ト の発行ポータル ・ テンプレー ト のバッ クア ッ プを元の場所に リ ス ト アする

のではな く 、 再配置する場合は、 このテンプレー ト のサイ ト を作成し、 ［再配置］ オプシ ョ ンで新
しいサイ ト の名前を リ ス ト ア ・ ジ ョ ブに入力し ます。 
 
本プ ラグイ ンは、 異なるユーザーが作成し たカ レンダーやイベン ト のリ ス ト アをサポー ト し ていま
せん。 また、 カ レンダーやイベン ト の細分化された リ ス ト アもサポー ト し ていません。
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6 リ ス ト ア ・ ジ ョ ブの速度を上げる場合は、 以下の手順を実行し ます。

a ［セレ クシ ョ ン ・ セ ッ ト 作成］ ページで を ク リ ッ ク し て、 ［一般］ タ ブを ［Office 365 リ ス ト

ア ・ オプシ ョ ン］ ダイアログ ・ ボ ッ クスで選択し ます。

b ［マルチス ト リー ミ ングを有効にする］ を選択し、 ス ト リーム数を入力し て ［OK］ を ク リ ッ ク し

ます。 入力する値は、 設定と ネ ッ ト ワーク帯域幅によ って異な り ます。 サポー ト されている最大
値は 「30」 です。

7 該当する ト ピ ッ クの手順に進みます。

▪ Outlook 用のリ ス ト ア ・ ジ ョ ブを作成する場合は、 次のセクシ ョ ン 「Outlook でのリ ス ト ア ・ オプ

シ ョ ンの設定」 を完了し ます。

▪ Azure AD 用のリ ス ト ア ・ ジ ョ ブを作成する場合は、 セクシ ョ ン 「Azure AD でのリ ス ト ア ・ オプ

シ ョ ンの設定」 を完了し ます。

▪ OneDrive、 SharePoint Online、 または Teams のリ ス ト ア ・ ジ ョ ブを作成する場合は 「リ ス ト ア ・

ジ ョ ブのフ ァ イナラ イズと実行」 に進みます。

Outlook でのリ ス ト ア ・ オプシ ョ ンの設定

［セレ クシ ョ ン ・ セ ッ ト 作成］ ページで を ク リ ッ ク し、 Office 365 ［リ ス ト ア ・ オプシ ョ ン］ ダイアログ ・

ボッ クスの ［Outlook］ タ ブで以下のパラ メ ータ を設定し ます。

• 受信箱を特定のフ ォルダーにリ ス ト ア ： 選択し た受信箱フ ォルダーを リ ス ト アする特定の場所を指定す
る場合は、 このオプシ ョ ンを選択し て、 フ ォルダーの名前を入力し ます。

• 受信箱設定のリ ス ト ア ： 選択し た受信箱に関連付けられている設定とルールを含めるには、 このオプ
シ ョ ンを選択し ます。

• カ レンダーを除外 ： カ レンダーを除外する場合は、 このオプシ ョ ンを選択し ます。

• 添付フ ァ イルを除外 ： 添付フ ァ イルと イ ン ラ イ ン ・ イ メ ージがバッ クア ッ プに含まれている場合、 
リ ス ト アから添付フ ァ イルと イ メ ージを除外するには、 このオプシ ョ ンを選択し ます。

Azure AD でのリ ス ト ア ・ オプシ ョ ンの設定

［セレ クシ ョ ン ・ セ ッ ト 作成］ ページで を ク リ ッ ク し、 Office 365 ［リ ス ト ア ・ オプシ ョ ン］ ダイアログ ・

ボッ クスの ［Azure Active Directory］ タ ブで以下のパラ メ ータ を設定し ます。

• ユーザーのパスワー ド を設定 ： 本プ ラグイ ンは、 config フ ァ イルからデフ ォル ト のパスワー ド nvbu123 
* #$ をユーザーに割り当てます。 管理者は、 このオプシ ョ ンを使用し て、 リ ス ト ア時に ド メ イ ン ・ ポ リ

シーに一致する別のパスワー ド をユーザーに割り当てる こ とができます。 このパスワー ドは、 Azure AD
から削除された後にリ ス ト ア されるすべてのユーザーに対し て設定されます。

メ モ ： プ ラグ- イ ン （ Microsoft Office 365 用） では、 同期が有効になっている間は、 オンプ

レ ミ スで同期されたユーザーおよびグループのリ ス ト アがサポー ト されません。

AD 同期を無効にし た後、 オンプレ ミ スで同期された Windows Server Active Directory
（AD） ユーザーを Azure AD から削除する と、 ユーザーは Azure AD ユーザーと し て リ ス ト

ア されます。 管理者は、 同期するたびに Azure AD ユーザーに変更されたユーザーに対し

て、 重複する属性の電子メ ールを受信し ます。 Windows Server AD ユーザーと し て再度同期

する場合は、 Azure AD からユーザーを削除し、 再度同期する必要があ り ます。

重要： 添付ファイルが含まれている場合、OneDriveアカウントへのリストアを実行するには、

SharePoint Onlineライセンスが必要です。
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• 割り当てられたラ イセンスをスキッ プ ： デフ ォル ト では、 Azure AD ユーザー用にバッ クア ッ プ されたす

べてのラ イセンスは、 リ ス ト ア操作によ って割り当てられます。 ラ イセンスを割り当てない場合は、 こ
のオプシ ョ ンを選択し ます。

• 既存のアプ リ ケーシ ョ ンを削除 ： デフ ォル ト では、 サービス ・ プ リ ンシパルに関連付けられている以前
のアプ リ ケーシ ョ ンは、 サービス ・ プ リ ンシパルのリ ス ト ア時に Azure AD から削除されません。 サービ

ス ・ プ リ ンシパルを リ ス ト ア し た後に既存のアプ リ ケーシ ョ ンを Azure AD から削除する場合は、 このオ

プシ ョ ンを選択し ます。

リ ス ト ア ・ ジ ョ ブのフ ァ イナラ イズと実
行
最終ステ ッ プには、 ［スケジュール］、 ［ソース ・ オプシ ョ ン］、 および ［詳細設定］ ページの追加オプシ ョ ン設
定、 ジ ョ ブの実行、 および ［ジ ョ ブ ・ ステータ ス］ と ［ログ参照］ ページからの進捗状況の監視が含まれていま
す。 これらのページ とオプシ ョ ンは、 すべての NetVault プラグイ ンに共通し ています。 詳し く は、 『Quest 
NetVault ア ド ミ ニス ト レーターズ ・ ガイ ド』 を参照し て く ださい。

1 設定を保存するには、 ［OK］、 続いて ［次へ］ を ク リ ッ ク し ます。

2 デフ ォル ト 設定を使用し ない場合は、 ［ジ ョ ブ名］ に、 ジ ョ ブの名前を指定し ます。

進捗状況を監視する際にジ ョ ブを識別しやす く するため、 分かりやすい名前を割り当てます。 ジ ョ ブ名
には英数字と英数字以外の文字を使用できますが、 非ラテン語系の文字を含める こ とはできません。
Windows の場合は長さ制限はあ り ませんが、 40 文字以内に収める こ と をお勧めし ます。

3 ［スケジュール］、 ［ソース ・ オプシ ョ ン］、 および ［詳細設定］ リ ス ト を使って、 その他の必要な 
オプシ ョ ンを設定し ます。

4 ［保存］ または ［保存 ＆ 実行］ の、 どち らか適切な方を ク リ ッ ク し ます。

［ジ ョ ブ ・ ステータ ス］ ページで進捗状況を監視し た り、 ［ログ参照］ ページでログを表示し た り できま
す。 詳し く は、 『Quest NetVault ア ド ミ ニス ト レーターズ ・ ガイ ド』 を参照し て く だ さい。

リ ス ト ア ・ プロセス中の受信箱または
OneDrive アカウン ト の再配置
再配置は、 受信箱または OneDrive のユーザー ・ レベルでサポー ト されていますが、 メ ール、 フ ァ イル、 または

フ ォルダー ・ レベルではサポー ト されていません。

受信箱または OneDrive アカウン ト の再配置プロセスを完了するには、 以下の手順に従います。

1 前提条件を満た し たら、 ［リ ス ト ア ・ ジ ョ ブ作成］ を ク リ ッ ク し ます。

2 セーブセ ッ ト の表に表示される項目を フ ィ ルタ リ ングするには、 ［フ ィ ルター］ を ク リ ッ ク し ます。

3 バッ クア ッ プ ・ セーブセ ッ ト で、 適切なセーブセ ッ ト を選択し ます。

4 ［セレ クシ ョ ン ・ セ ッ ト 作成］ ページを使用し て、 リ ス ト アする受信箱または OneDrive ユーザー ・ アカ

ウン ト を選択するには、 ［リ ス ト ア］ を ク リ ッ ク し ます。

5 ［セレ クシ ョ ン ・ セ ッ ト 作成］ ページで、 再配置の対象と なる受信箱または OneDrive ユーザー ・ アカウ

ン ト を ク リ ッ ク し、 コ ンテキス ト ・ メ ニューから ［リ ス ト ア］ を選択し ます。

重要： 以前に電子メールIDを入力した場合でも、該当する受信箱やOneDriveユーザー・アカウントの

チェック・ボックスは選択されません。受信箱またはOneDriveユーザー・アカウントを手動で選択する必

要があります。
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6 ［名前変更 / 再配置］ ダイアログ ・ ボ ッ クスの ［再配置］ ボ ッ クスに受信箱または OneDrive ユーザー ・

アカウン ト の新しい場所を入力し て、 ［OK］ を ク リ ッ ク し ます。

7 「Outlook でのリ ス ト ア ・ オプシ ョ ンの設定」 および 「リ ス ト ア ・ ジ ョ ブのフ ァ イナラ イズと実行」 の説

明に従って、 リ ス ト ア手順を続行し ます。

受信箱は、 元の受信箱のサブセ ッ ト と し て、 元の場所に新しい名前で リ ス ト ア されます。

細分化された項目の検索
［リ ス ト ア ・ ジ ョ ブ作成 － セーブセ ッ ト の選択］ ページの ［検索］ オプシ ョ ンによ り、 セーブセ ッ ト を開いた

り、 そのコ ンテンツを参照し た りする こ と な く 、 特定のフ ァ イルやデータ ・ アイテムを検索する こ とができま
す。 フ ァ イル名、 正規表現、 またはチーム名を利用し て、 リ ス ト アするデータ ・ アイテムを検索する こ とができ
ます。 さ らに、 ［細分化された リ ス ト アを有効にする］ オプシ ョ ンを有効にし た場合、 メ ール ・ メ ッ セージの件
名、 送信者、 受信者、 受信日時を使用し て Outlook バッ クア ッ プを検索できます。 Azure AD バッ クア ッ プで

Azure AD ユーザー、 グループ、 サービス ・ プ リ ンシパルを検索し た り、 ［名前］ 基準を使用し てサイ ト 名で

SharePoint Online セーブセ ッ ト を検索し た りする こ と もできます。

カ タ ログ検索を構成または有効にするには、 ナビゲーシ ョ ン ・ パネルから ［カ タ ログ検索］ を選択し ます。 カ タ
ログ検索は、 Elasticsearch で使用される正規表現構文に対応し ています。 Elasticsearch について詳し く は、

https://www.elastic.co/guide/en/elasticsearch/reference/current/query-dsl-regexp-query.html を参照し て く だ さい。

カ タ ログ検索について詳し く は、 『Quest NetVault ア ド ミ ニス ト レーターズ ・ ガイ ド』 を参照し て く ださい。

セーブセ ッ ト の項目を検索するには ：

1 ［リ ス ト ア ・ ジ ョ ブ作成 － セーブセ ッ ト の選択］ ページで ［検索］ を ク リ ッ ク し ます。

2 ［セーブセ ッ ト 内のフ ァ イルを検索し ます］ ダイアログ ・ ボ ッ クスで、 以下のオプシ ョ ンを設定し ます。

▪ ［検索する文字列］ ： 検索する文字列を入力し ます。

▪ ［正規表現検索］ ： ［検索する文字列］ ボッ クスで POSIX 正規表現を使用する場合は、 このチ ェ ッ

ク ・ ボ ッ クスを選択し ます。

▪ ［従来の検索方法を使用する］ ： カ タ ログ化されたセーブセ ッ ト と カ タ ログ化されていないセーブ
セ ッ ト の両方が検索に含まれている場合は、 このチ ェ ッ ク ・ ボ ッ クスが表示されます。

カタログ化されていないセーブセットのみが検索に含まれている場合、または［従来の検索方法］
を選択している場合は、従来の検索が使用されます。

カタログ化されたセーブセットのみが検索に含まれている場合、または［従来の検索方法］に
チェックが付いていない場合は、カタログ検索が使用されます。

3 1 つまたは複数のセーブセ ッ ト で検索を行う には、 該当するセーブセ ッ ト を選択し て ［検索］ を ク リ ッ ク

し ます。

セーブセ ッ ト を選択し ていない場合は、 すべてのセーブセ ッ ト が検索に含まれます。 ［検索結果］ ページ
には、 指定し たフ ァ イルまたはデータ ・ アイテムを含むセーブセ ッ ト が表示されます。

4 リ ス ト アする項目を選択し ます。

1 つのセーブセ ッ ト からのみ項目を リ ス ト アできます。

5 ［選択し た項目のリ ス ト ア］ を ク リ ッ ク し ます。

6 「リ ス ト ア対象データの選択」 のステ ッ プ 6 を実行し ます。

メ モ ： Outlook バッ クア ッ プでは、 ［件名］ または ［名前］ を使用し て検索を フ ィ ルタ リ ングできま

す。 バッ クア ッ プで細分化された リ ス ト アが有効になっている場合は、 ［件名］、 ［送信者］、 ［受信
者］、 ［受信日時］ を使用し て検索を絞り込むこ とができます。
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ト ラ ブルシューテ ィ ング

この ト ピ ッ クでは一般的なエラーと その解決方法について説明し ます。

表4. トラブルシューティング

問題 説明

• バックアップ・レコード
の追加に失敗しました

• バックアップ・インデッ
クスをデータベースに書
き込むことができません
でした

これらのメッセージは、選択さ
れたデータのバックアップは完
了したものの、NetVaultによっ

てジョブのインデックス情報が
データベースに適切に追加され
なかったことを示します。この
インデックス情報が追加されて
いないと、データは正しくリス
トアされません。

方法1：

［デバイス管理］ページを開いてバックアップ・メディアを選択し、［スキャ
ン］をクリックします。NetVaultでは、バックアップ・ジョブのインデック

ス情報はNetVaultデータベースとバックアップ対象メディアの双方に保存さ

れます。このスキャンを実行することで、インデックス情報がNetVaultデー

タベースに書き込まれます。情報が追加されたことを確認するには、［ジョ
ブ定義管理］ページを開いて対象のジョブを見つけます。ジョブを実行でき
るようになった場合、スキャン・プロセスにより問題が修正されています。

方法2：

方法1が失敗した場合は、バックアップ・ジョブを再実行します。

チャネル・メッセージはバック
アップされず、［会話］タブは
チームのチャネルのリストア選
択ツリーに表示されません。

チャネルにメッセージが含まれていない場合、［会話］タブは選択ツリーに
表示されないはずです。ただし、チャネルにメッセージが含まれている場合
は、［ログの表示］ページで次のエントリを確認し、いずれかのソリュー
ションを実装します。

• 「ユーザーがチャネル・メッセージにアクセスできません。設定済み
ユーザーに必要なアクセス権があることを確認してから、再試行して
ください。」

解決方法：この問題を回避するには、設定済みユーザーが、チーム作
成者であるか、問題が発生しているチームのメンバーまたは所有者で
あることを確認します。

• 「設定済みユーザーでは多要素認証が有効になっています。無効にし
てから、再試行してください（バックアップ・チャネル・メッセージ
の場合）。」

解決方法：設定済みユーザーの多要素認証（MFA）を無効にして、

ジョブを再度実行します。



弊社について
Quest は、 急速に変化する企業 IT の世界にソ フ ト ウ ェ ア ・ ソ リ ューシ ョ ンを提供し ます。 データの急増、 ク ラ

ウ ドの拡張、 ハイブ リ ッ ド ・ データ セン ター、 セキュ リ テ ィ の脅威、 規制要件によ って生じ る課題を簡素化する
こ とができます。 弊社は、 Fortune 500 の 95% の企業および Global 1000 の 90% の企業など、 100 か国におよ

ぶ 130,000 社にサービスを提供するグローバル ・ プロバイダーです。 1987 年以来、 データベース管理、 データ

保護、 ID およびアクセス管理、 Microsoft のプ ラ ッ ト フ ォーム管理、 統合エン ド ポイ ン ト 管理などのソ リ ュー

シ ョ ンのポー ト フ ォ リ オを構築し てきま し た。 Quest によ り、 組織は IT 管理に費やす時間を短縮し、 ビジネス

の革新に費やす時間を増やすこ とができます。 詳し く は、 https://www.quest.com/jp-ja/ を参照し て く ださい。

テクニカル・サポート用リソース
テ クニカル ・ サポー ト は、 Quest の有効な保守契約を締結し ている場合、 または試用版を保有し ている場合にご

利用いただけます。 Quest サポー ト ・ ポータル （https://support.quest.com/ja-jp） にアクセスする こ とができま

す。

サポー ト ・ ポータルには、 問題を自主的にすばや く 解決するためのセルフヘルプ ・ ツールがあ り、 24 時間 365
日ご利用いただけます。 サポー ト ・ ポータルでは次のこ と を実行できます。

• サービス ・ リ クエス ト の送信と管理。

• ナレ ッ ジベース記事の参照。

• 製品に関するお知らせへの登録。

• ソ フ ト ウ ェ ア と技術文書のダウンロー ド。

• 入門ビデオの視聴。

• コ ミ ュニテ ィ ・ デ ィ スカ ッ シ ョ ンへの参加。

• サポー ト ・ エンジニア とのオン ラ イ ン ・ チャ ッ ト 。

• 製品に関する支援サービスの表示。
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